
（図表10）貸出金の推移［三井住友銀行］

(残高) (億円)

16/3月末 16/9月末 17/3月末

実績 実績 備考 計画

(A) (B) (Ｃ)

国内貸出 ｲﾝﾊﾟｸﾄﾛｰﾝを含むﾍﾞｰｽ 481,826 478,389 482,826 

ｲﾝﾊﾟｸﾄﾛｰﾝを除くﾍﾞｰｽ 475,024 472,136 476,024 

中小企業向け貸出 ｲﾝﾊﾟｸﾄﾛｰﾝを含むﾍﾞｰｽ 189,544 178,729 185,744 

(注) ｲﾝﾊﾟｸﾄﾛｰﾝを除くﾍﾞｰｽ 186,757 176,134 182,957 

うち保証協会保証付貸出 17,181 15,975 15,181 

個人向け貸出（事業用資金を除く） 131,308 132,498 139,308 

うち住宅ローン 117,163 119,015 125,163 

その他 160,974 167,162 157,774 

海外貸出 26,275 28,847 26,275 

合計 508,101 507,236 509,101 

(注)中小企業向け貸出とは、資本金又は出資金３億円(但し、卸売業は１億円、小売業・飲食業・サービス業は50百万円)以下の

法人または常用する従業員が300人(但し、卸売業・サービス業は100人、小売業・飲食業は50人)以下の法人向け貸出（個人

に対する事業用資金を含む）を指す。ただし、当社の連結子会社・持分法適用会社向け貸出を除く。

(増減額・実勢ベースを算出するうえで考慮すべき要因考慮後)
(億円)

16/9月期 17/3月期

実績 備考 計画

(B)-(A)+(ｱ) (Ｃ)-(A)+(ィ)

国内貸出 ｲﾝﾊﾟｸﾄﾛｰﾝを含むﾍﾞｰｽ 12,381 9,000 

ｲﾝﾊﾟｸﾄﾛｰﾝを除くﾍﾞｰｽ 12,930 9,000 

中小企業向け貸出 ｲﾝﾊﾟｸﾄﾛｰﾝを含むﾍﾞｰｽ 833 700 

ｲﾝﾊﾟｸﾄﾛｰﾝを除くﾍﾞｰｽ 1,025 700 

(実勢ベースを算出するうえで考慮すべき要因（ｲﾝﾊﾟｸﾄﾛｰﾝを除くベース））
(億円 、(　)内はうち中小企業向け貸出)

備考

不良債権処理 13,178 (10,664) (          )

貸出金償却（注１） 612 (188) (          )

部分直接償却実施額（注２） 6,065 (5,911) (          )

ＣＣＰＣ（注３） 0 (0) (          )

協定銀行等への資産売却額(注４) 15 (15) (          )

上記以外への不良債権売却額 1,131 (807) (          )

その他の処理額（注５） 5,355 (3,743) (          )

債権流動化(注６) ▲ 266 (▲ 1,153) (          )

私募債等（注７） 2,906 (2,137) (          )

子会社等（注８） 0 (0) (          )

計 15,818 (11,648) 8,000 (4,500)

(注１)無税化（法人税基本通達９－６－１、９－６－２、９－４－１、９－４－２）を事由とする直接償却額。

(注２）部分直接償却当期実施額。

(注３)共同債権買取機構に売却した債権に関する最終処理額。

(注４)金融機能の再生のための緊急措置に関する法律第53条で定められた協定銀行等への債権売却額。

(注５)その他の不良債権処理による残高減少額。

(注６)主として正常債権の流動化額。

(注７)私募債の引受等、実質的に貸出と同様の信用供与が行われているものの取組額。

(注８)連結子会社・持分法適用会社向け貸出のうち、中小企業向け信用供与の円滑化に資するもの。
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